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オープンソースの
メリットが見えてくる！

導入から運用まで
先進事例で伝えるノウハウ満載
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オープンソースで構築！
ITシステム導入

虎の巻



  



  

企画意図



  

IPA OSSセンターは
「ソフトウェアの選択肢拡大」
を目指して、
オープンソースソフトウェア
（OSS）の活用・普及を推進
します。



  

構築本は見かけるけれど、

書店に行くと、設定方法を解説した

IT システムの企画・立案者向けに

OSS 活用のメリットを解説した本を

見かけない、かな。



  

さまざまなメリットがあるよね。

OSSは“無償である”という点のみ

着目されることが多いけど、

ベンダ・ロックインの回避や
自社開発による技術の蓄積など、

それに見合った技術力が必要だよね。

そもそも、コストを抑えるには、



  



  

OSSOSS適用拡大の背景：オープンスタンダード適用拡大の背景：オープンスタンダード
活用されているシーンの紹介活用されているシーンの紹介
Web2.0Web2.0との関連などを紹介との関連などを紹介



  

LinuxLinuxディストリビューションの紹介ディストリビューションの紹介
主な主なOSSOSS概観概観
OSSOSSスタックの紹介スタックの紹介



  

LinuxLinuxディストリビューションが利用できるまでディストリビューションが利用できるまで
の各プレイヤーの紹介との各プレイヤーの紹介と
主な主なOSSOSS開発コミュニティの紹介開発コミュニティの紹介



  

OSSOSS活用システムの難易度の概略を解説し、活用システムの難易度の概略を解説し、
求められる稼働率に合った求められる稼働率に合った
コストと技術力コストと技術力((難易度難易度))のバランスを紹介のバランスを紹介



  

旧旧OSDL(OSDL(現現The Linux Foundation) The Linux Foundation) 
SI ForumSI ForumからからIPA OSS iPediaIPA OSS iPediaに移管されたに移管された
「導入事例」をその参照の仕方から紹介「導入事例」をその参照の仕方から紹介



  

SIerSIerがあまり関わらないがあまり関わらないOSSOSS独特な独特な
システム導入した企業を６つ取材した結果をシステム導入した企業を６つ取材した結果を
掲載し、現場の生の声を紹介掲載し、現場の生の声を紹介



  

ユーザ自身が開発したプログラムを公開ユーザ自身が開発したプログラムを公開
その際に気をつけておかなければならないその際に気をつけておかなければならない
OSSOSSのライセンスについて紹介のライセンスについて紹介



  

OSSOSSの定義の定義
OSS iPediaOSS iPedia「用語集」を最新化し若干修正「用語集」を最新化し若干修正
ライセンスライセンスFAQFAQ　など豊富な情報の付録　など豊富な情報の付録
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'07年3月 総務省「情報システムに係る政府調達の基本指針」公表

'07年6月 経産省「情報システムに係る相互運用性フレームワーク」公表

調達仕様書には、
誰でも採用可能なオープンスタンダードに基づいた記載を優先す
ること

• 調達の選択肢拡大・コスト軽減を目的に、
情報システム間の相互運用性の確保とオープン化

• 特定事業者の独自技術を前提としたものではないオープンスタ
ンダードな仕様・技術を活用

• 商用ソフト、OSSの如何を問わず、同等に比較、検討
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普及拡大に向けて準備が進むシステム開発者側
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OSSが高普及度

インターネットサーバ／ Web サーバ

Web ポータル／ OA サーバ

DB（データベース）サーバ

Web AP サーバ

業務サーバ

基幹サーバ

OSSは低普及度
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改変・再頒布ができるOSS

コストに大きくかかわるライセンスの違い
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● 頻繁なバージョンアップの非互換性を先送り
＝Linuxディストリビューション
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OSS の生まれ方3 パターン

● コミュニティから生まれたOSS
– Linuxカーネル、など

– 相互協力のネットワークにより、単一障害点リスクを軽減

● 企業から生まれたOSS
– 商業Linux ディストリビューションやMySQL、など

– 品質、スケジュール等は商用ソフトウェアユーザに対して安心感

– 動きやライセンス等ではOSSユーザに不安

● 企業で生まれコミュニティに委ねられたOSS
– Sun Microsystems 社のOpenOffice.org、SGI 社のXFS、IBM 社の

Eclipse など

– マーケティングの一環として組織的にコミュニティを支援
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商業サポートにおけるコストの変化
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● 何をもって「適切なリターン」とするかは企業によって異なりますが、
OSSを活用した代表的なIT 
ソリューションの難易度
＝例えば、高い稼働率を求め
られるシステム

技術力低い

技術力高い

例えば、
求められる「稼働率」を条件に、
自らのスキル、発注先のスキルで対応
可能なOSSを採用する。

その他のROI要素(条件)
「短期間での費用回収」
「長期利用による効果の拡大」
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登録事例の傾向

● すべてLinuxがOSの事
例

● 商用ソフトウェアの使用
が特に多いのは、事例
の多くがLinux 
Foundation のSI 
Forum に参加してい
る、大手のシステム開発
会社によって登録され
たため

● ユーザ自身や中小シス
テム開発会社を含めた
一般的な傾向としては、
これよりもOSS の割合
が多いと考えられる
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● 岡山県倉敷市教育委員会
倉敷市学校園ネットワーク（NEC教育
ポータルシステム「学びの扉」）

● 滋賀銀行
地方銀行の情報系システム

● キヤノン
「ビジネス文書」管理ASPサービス C-
Cabinet V2

● 日本コムシス
現場施工管理システム

● ダイエー
店舗業務オペレーションシステム

● 早稲田大学
履修情報管理

● ヤマハ
音楽ポータルサイト

● ヤナセ
ユーザ認証システム
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● 一般企業におけるOSSを活用したIT システムの
構築事例

● 事例ごとにOSS活用においての注目すべきポイン
トをピックアップ！



  

午後のOSSセッション１，２，３すべて聴講されて、
アンケートをご回答いただいた方に、
アンケートと引き替えに、この「虎の巻」を進呈！
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